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、
■麗
慶
政
^

の
八
年
,

苴
：
執
拗
な
る
抗
戰
ヵ
が
何̂:
そ
の
: ^

躧
を
释
す
'5

か
は
ー
概
に
斷
じ
得
な
：い’が
、、
そ
の.極
め
て
多
‘く
が
>
/
，そ
• 

の
撖
す
る
膨
，大
な1
人
R

に
.懸

る

こ

と

，
答

，
へ

か

い

で

^

ら
ん
备
が
觀
暈
を
恃
む
と
商
齋
に
，
震

は

人;«
:

に
賴
言
ー
n

へ 
'る
'
 

,で
ぁ
4

。

旣
，
に

北

成

は

じ

め

^

£

支

の

廣

大

な

る

敗

域

，か

雾

が

•

4

H
ま
で
に
蒙
,O'

た
數
贺
萬
の
衝
寄
と
相
俟
っv

'

Jl
l

慶
の
1

用
、 

丨
^

る
汶
^

を
激
ボ
せ
し
め
た
こ
と
繁̂

是
る
が
ノ
而
も
未
だ
決
定
的
鐵
命
傷
匕
は
な
宅
必
な
ね
.
駅
^ ;

の
要
諦
は
已
を
知
り• 

，敵
を
知
〃
る
に
あ
り
と
い
ふ
。
米
英
ず
つ
い
て
は
：特
に
そ
の
运
大
な
ふ
物

*;

の
源
を
、.
.支
那
夂
つ
い
て
は
そ
の
膨
大
な
る
人
ロ
の
實
情
を
, 

'明
か
な
らX

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

,

」
-

:

、

，

パ
,
:
•

ゾ
ノ
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.

素
ょ
り
人
口
，は
無
條
件
に
戰
カ
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
向
己
を
す
ら

»

ひ
，得
ざ
る
助
沙
华
又
は
若
人
は
他
か
ら
の
抉
薺
を
必
要
と
#

」 

し
、'
こ
，
れ

に

耍

す

る

勞

力

と

物

, ^

は
そ
れ
だ
け
•戰
力
を
阻
碍
す
、

路
壯
华̂
あ
つ
て
も
、
，
健
康
上
の
理
由
叉
は
單
な
る
不
、

L'
#'

か
ら
- 

充
分
活
動
■せ
I

者
‘は
、
結
梁
に
於
で
は
同
じ
で
あt

ま
，た
人
甘
8

別
衞
成
と
か
職
乾
構
成0 '
如
帆
は
戰
ヵ
の
發
捭
に
差
違
を
生 

ぜ
し
め
灸
。
即
ち
戰
カ
と
し̂
の
人
^

^
如
以
ん
と
す
名
に
は̂
取
に
人
ロ
め
次
ネ
の
み
な’ら
中
ぃ
纖
蚀’
.
年

齡
•'
,氣

業

等
ay

櫛

成

狀

一
 

態

咨

情

神

的

！

^

的

能

力■

度

な■

知

治

；
5
ば

な̂

か
^

本
_

は
_

^

に
な
す
ベ
，合
か'を
き
述
し̂

:に
，也
ま^;
*
亂
は
\
重
齋
忧
戰
ヵ
测
定
匁

1

小
都
^
«*
取
‘扱
0
だ

も

の

叩

ぁ

る

！
_

い

.

■ 

'
■
}

,

'

.

f

'
'.-
'
亡

支

那

の

认

印,
逾
' 
"

ハ
 

-，

•
-
■
:
■

/
-
’

'

:

,

、

 

,
,
\ 
;

"

,
「

ハ

烫

那

合
0 \

研
ル
に
於
て
逢» /
す

集

大

の

、
姜

し

て

雾

的

条

碍

は

プH

き
人
口
銃
針
の
缺
哪
と
い
ふ
こ
と
で
ぁ
る
。 

§

の
如
ぐ
ん
n

i

s

で
は
、'
そ
の
大
i

び
織
造
'

i

示
す
と
こ
■ろ
の
;
®
1
靜

L
'、
そ
の
變
化
撕
ち
出
坐.
^
死
4

等
を
示
す
と
上 

,ち
’
の
®

態

静

q

別
.が
が
る
。’"前
者
は
.

i

勢
調
f

も

、
後
者
は
醫
其
他
篇
錄
に'
ょ
づ
；て'
求

め

為

る

。へ
:3

人
‘ロ
--の

羞

な 

|

‘究
'

&
>'

ト
3
の
.

1 

一p

の
級
软
盤
‘備
を
^

f

す
る
が
1,
>
*ホ
庫
に
じ
で
支n

;^
*>

こ

、
の
一
一
つ

'^
孰

れ

も

が

極

め

て

不

富
 

か
6

職
態
に
於
て
し
，

i

#

在
じ
な
、
い

の

で

承

る

0

»)

勝
觀
評
s*
nu

提
は
戶
籍
來
の#

備
.で
ぁ
士
が
ノ
支̂

に
：̂
て
は
大
f

に
於
て
さ 

’ 

S

舍
戶
辦
な
く
ハ
t

、こ
れ
に
代
る
べ
を
贳
制
度
の
如

|
?

<

理

論

价

名
f

角
、
裏

に

名

め

て

不

繁

で

ぁ

つ 

"
た
。
P

態
統
^

は
上
記
，の
如
く
國
勢
調
濟
な
く
し'て
は
到
廣
正
裤
を:|
^

し
:1

い

が

，、
ぐ

史

那

に

於

て

.
;^

興
の
«

味
>

國
'.
^

亂
木1 ~

本

ナ

骨

ぎ

れ

る

人

口

群e

蜃

を

可

及

.
綿

密

に

I
I

味

「

之

Xか。
は

、

先

づ

第

1’

に
、
>

那

に

袅

る

人

口

調

茶

 

,
‘
s
何

に
¥

行

は

れ

た

4
>

知

略

；

|ぁるの
で

t
'

勿ii.

赢

は

支

那

に

於

け

る

人

口

麗

の

蟹

を

盡

4|の
で

 

、

^
な

い

，
が

、

右

の

、3S
.

旨

、
か

G-
し

て

、

,«]
単
に
そ
の
，歡

略

を

述

べ

飞

.̂
た
，い

-0
‘ 

‘ 
，
 

' 、•
"
い

,

‘'

的
；̂

如

、
支
艰
は
裳
に
於
て
•最

も

早

く

人

品

舍

抒

は

れ

た

國

の

」

•つ
1
、
一
羊
贫
前
に
旣̂
相

墓

備

せ
f

度
ひ
行
は 

れ

ヒ

ミ

は

、
茼
禮
の
記
述
に
徵
し
て
明
か

.で
'^
.^0
: 

I後
.
のにょつ

'て
紙
1
前
1:
: 0
1
1ー
年
に
創
始
さ
れ^:
と
，傅
人
ら
れ
る
人 

K
税X

莫
賦
ン
は
、•當
然
納
税
人
で
の
確
あ
々
必
要
，な
ら

」

め
パ
徵
康
及
び
賦
收
の
良
御
に
出
つ
る
誠
签
組
織
は
明
，の
太
条
に
栗
つ
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^

9
柳
し
t

，v
&
«の
調
茶
は
、
、冗
來
特
定
の
！

^

に
促
さ
が̂

の
^

1
そ
の
'目
的
に
無
關

係
©.

人
口
.
金
く
^
慮
に
入
ft
い
れ

4
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Q

: A
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0

ば

、
何
れ
の
國
に
於
て
'̂

殆
ど
、金
-:
<

徵
稅
<
 

s

,

.
 

をE
E

的̂

し

た

か
&

、

調
资
：對

象

は一
楚

年

*
. 

、 

i 

^
 

t
 

» 

*
 
I
 

' 

:
'

齡
の
男
子
に
限
ら
和"If

も
ふ
れ
ら
人
卩»■
に
於
'て
も
こ
れ
ら'の
義
驗
が'ら
解
放
さ
れ
で
め
る
人//
ば
^
^
餘
外
さ
れ
る
傾
き
が
あ
つ 

t:
p 

調
夼
0.
目
的
が
嘶
ぐ
朋
白
な
今
以
>

;
人
揭
は
動̂

t'
れ
K
調
盔
を
逃'れ
ん
4
努
め
、
.
' マ> れ
认
钱u

脫
漏
は
1
餍
遇
だ
し' 

く
.な
ケ
領
会
が
あ
る
パ
即
ち
斯
か
る
«]
度
.に
よ
名
人£
1銃

訐

ば
,>
今A

X

の
.意
味
に
於
け
る
人
叫
統
訃
と
は
挪
本
的
に
異
る
も
の
と
言
つ

て
'ょ
か
’ら
ぅ
。
に

ノ 

(
、

に 

V

.
-
, 

:

、

.

'
'ぐ

.
•:
;

.

,■
'

I

1
A
n
i
f

四
年
，

(

世
宗
十
ニ
年

〕

、
に
®

坊
廂̂

よ
る
調
査
は
歡ih'

さ

れ

I

七
四
二
年-
C

高
宗
六
年)

か
ら
は
保
甲
制
度
に
^
る 

P

れ̂

れ
る
に
至
つ1た
0
:

こ

の

，
制

度

‘

も
亦11
1

-
:
帶

第
^

' 0

組
織
で
、
，
十
世
帶
；

^

以
で
排
と

な

レ

、
十
#

を
以
て
中
、I十
^

を
比
て 

'保
と
な
す
こ
‘も
で-

*

形
武
的
に
は
里
妫
廂
に
類
似
す
る
が
、
目
的
ば
純
然
た

6-
隣

保
^
置
か
れ
*
徵
稅
の
目
的
か
ら
設
げ
ら
れ
た
も
の 

で
は
な
いS

故
に
こ
の
制
度C

よ
づ
で
舉
に
人
丁
.

の
み
な
ら
中
、
總
T

の
人
口/
か
報
告
さ
れ’る
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
で
、
吏
那
人
口
調 

茶
：史
に
新
紀
元
を
劇
し
た
の
で
あ
る
。

里
：

度
の
下
に
於
て
も
、
微
稅
と

<

ロ
調&

と
を
，切
離
す
試
み
が
行
は
れ
、

そ
れ
に 

よ
つ
て
報
斿
人
ロ
は
急
激
に
高
ぁ

0

た
が
、
"

新
制
度
の
、揮
用
_

と

共

に『

擧
1:

ー
 

j

千
七
百
萬
か
ら

1

億
四
千
禽•
に
增
加
し
*

一

 

七
六】

一
年 

•

に̂

ー
.

« ;

臺
>

、
，，1

七
九
O'

年
,̂

は
三
偉#

、

1

A-

三
五
年
に
は
四
億
臺
へ
違
し

"

.

1

A

五

1

に
は
最_
髙
の.
四
三
一
一
、
.

1

六
'

四
"
〇
四 

七
を
忝
し
た
。
.

而
も
こ
の
、最
髙
數
字
に
は
江
蘇
省
、
湖
南
省
及
び
湖
北
省
が
含
ま
れ

-̂

ゐ
な
い
の
で
あ
る
9

舊
制
度
に
多
分
.

の
1

漏
が
'

. 

--.. 

- 

.. 

•
•
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-
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.

.
;
. 

• 

, 

: 

-. 

.
5 

'
:
.
•
.

'...V 

--
.
. 

-
*
.
.
<
.
:
- 

-.

は
逆
!:

、
i

の
S

で
；I
.

だ
し
い
重
複
又I

I

介
入
しI

跡
が
I

。

こ
れ
は
地
方
長
官
に
、
人
口
の
大
を
誇
示 

せ
ん
と
す
る
ー
植
の
0-

榮
心
が
强
く
働
い
て
來
凇
が

1

で
あ
る0

高
宗
及'
ひ

仁

宗

の

調

承.̂
こ
の
弊
な
暗
示
し
て
'

ゐ
る
。

今

仳

紀

に

，入

つ

て

か

：

^

、

淸

朝

は

卿

論

の

蓼

望

に

職
.

广て

議

食

の

開

設

及

び

義

務

敎

育

の

實

施

を

企

て

'

こ

の

た

め

に

芷

確

だ

る

人

び
統
訛
の
作
製
を‘必
要
と
す
る
に
至'•つ

た

。

同

椟

の

肩

妙

の

：
た

：奴

に

始

め

て

/
:メ
リ
-ヵ
、
、
に
_國
勢
調
齑
の
實
施
を
見
名
に
至
•つ

た

こ

と

は

，
 

人
'の
勉
る
と
こ5
で
あ
る
が
，、
输
朝
は
俄
か
，に

#

が
を
本
格
的
調
夜̂
採
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
石
を
缴
見
し

• 

一
M

0
變

熊

的

_

勢 

.調
^
を
案
出
し
、
宣
統
元
年,.
,
0ー
九
0
九
年〕

所
謂
淸*

放
府
民
職
部
戶

(

口
調
态
をI行
つ
'わ
-の
で
あ
る
。
，こ
の
調
奔
の
#
徵
は
、
m

一
 

に 

は
1|
1
:帶
と
人
打|

_
々
：にi

木
：

P

杉
こ
と
*
'第
一
一,|
:
:論

臂

，が一

矩
ぜ
す
、
三
哈
間
に
被
つ
て
^

1
2ポ

は
れ
わ
こ
と
で
あ
气 

段

符

は
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違
を
來
し
た
。
ま
仁

N
o
r
m

 

s
h
a
w

は
，E
n
c
y
c
-o
.
p
e
d
l
a
ai
s-
i
c
aに
於
て
、
支
那
人
口
は

11

傲
七
吁
萬
か
ら
五

億
一
千
萬
ま
で
の
間
だ
と
極
か
て
漠
然
わ
~
る
胃
を
爲
、し
て.
ゐ
る
9
上
記
の
如
べ
求
だ
會
て
滿
足
な
る
！
：勢
調
夜
の

.

行
は
れ
ざ
る
束
郝
に
於
て
、

‘

總
人
吒
を
確
，定
.

す
る
，こ
と
は
素
ょ
り
不
可
能
で
あ
，る
が
、
旣
に
少
か
ら
ざ

•

る
資
料
の
存
す
る
以
上
、

こ
れ

ら
に
恶
き1

應
の
檩
準
时
數
字
を_
出
す
る
こ
と.は
强
ち
不
可
能
でば
な
い
で
.あ

ら

う.0
惟
ふ
に
不
売
全
資
料
よ
り#

人
口
を推
记
す 

,
 

,  

f
,
 

,
 

,

る
^
法
は
多
々
あ
り
う
る
か
、
次
の
如
き
は
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
ら
う

。
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‘
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,

,
 

、

(
I

)

一
般
的
消
費
财
に
よ
る
丨
推
定

。

’• 

，
v

 

■
 

,

、
各
人
ロ
層
を
姻
じ
て
浒
费1 :
に
大
差
な
き
物
件
に
つ
ぎ
、
ノ
も
し1國
の
消
费
虚
が
知
ら
れ
杧
る
場
合
に
は
、
ニ
人
當b
沿
#
ft
を
假

矩
す
，る
こ
と
に
よ
つ
て
、
输
人
口
を
推
宛
す
る
'

0

と
が
出
來
る
。
德
川
時
代
の
江
戶
人
ロ
を
參
人
來
八
*
か
，ら
推
定
す.
る
と
か
、
-怫
印 

, 

. 

/ 
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、
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-
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务 

人
口
々
®
^
消
費
量
か
ら
推
定
す
る
が
如
き'
こ
の
例
で
あ
る
？
-
、
斯

が

み

物

件

の

1

人

當

り

消

費

量

は

，部
分
調
茶

•
に
ょ
つ
-
て

哜

々

決

定

/ 

夕

*

，3

1
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£

し
ぅ
，る
が
、
併
し
問
題.は
斯
か
名
消
費
物
仲
の
總*
が
银
し
て
知
り
得
ら
れ
る
か
否
が
と
ぃ
ふ
こ1

で

あ

る

’
,0
そ

れ

が

揮

為

に

知

り

朽
 

'ら
れ
る
物
と
し
て
は
、
消
費
ぎ
嚴
が
外
部
か
ら
の
移
輸
人
に
俟
つ
か
、
乃
至
は
ぞ
の
供
給
％

.^
齋
品
の
如
べ
.
獨

占

的

に

統

ー

さ

ホ
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の
に
I
ら
れ
る
‘。
故
に
純
然
た
る
和
毁
地
仁
る
都
市
の
如
會̂
^
て
，は
、’由
耍
'食
絆
の
移
入
量
か
ら
容
易
に
そ
の
ん
ぶ
を
割
出
七
ぅ
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、
全
孙
こ
つ
い
て
>こ
の
方
法
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癒«|
す
る
こ
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不
可
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あ
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。
即
ち
そ
の
場
合
に
は
坐
©
^
が
判
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
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こ
の
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の
調
嵌
は
、
人
口
調̂

す
'ら
行
は
れ
ざ
る
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如
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國
に
於
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は
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よ
り
行4れ
る
帯
も
な
い
の
で
あ
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' そ
し
て
假
b

に
.
こ

れ

ガ

執
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.G
て
も
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一
人
‘當
け
^
毀
貴
の
假
宛
に
於
ホ‘る
僅
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の
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結
银
に
極
め
て
尤
な
る
相
違
ネ
生
ぜ
し
カ
る
か
も
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こ
の

1
法
を
大
人
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國
に
適
ぷ
す
る
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の
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も.な
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し
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が
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れ
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於
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れ
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狹
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へ
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澈
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に
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見
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。
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が
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镑
歡
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ぁ
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^
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例
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^
制
度
ね
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後
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如
ち.世
辩
十
.ニ
^

_
.
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'
右
の
.割

合

妒

箭
.
,.
1
/>:
人
ロ
ば
猶
か.'に
九
七
、'为
丸
<
^

1
'
"
'
衣
％
银
#
束
5:
ば
茧
つ
ゼ)

め
'-
'
.人
^
數
洛
界
.じ
.ぐ
續
伽
.
-
^
{
上
.記
办
紙
.
0そ
^
^

,
.で
か
る
。

「

故
'
ん̂
ず
上
^
*«
人
'ロ
'ダ
推
定
ず
ぞ
し
、
_

に
齡
漏
數
を.加
驾
せ
ね
ば
が
ら
ぬ
が，.
.€

.

い

で

は

略
./
/
儲
憑
.し
？
，る
齔
亊
が
ぁ6.
じ
反
し
、
其
他
の
免
險̂<

は
逃
避
考
即
知
特
權
階
級
衣
る
^

人
I
僧
身
、
奴
識
、
浮
浪̂
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.ふ
食
等

’々に
つ
'で
は
金
然
資
料
は
，な

い
。

當
時
0 «

記
錄
に
す

れ

ば

、ふ
目
逛,
•軍
^

'
文
，人
及
び
そ
れ
ら
の
家
鼢
は
命
訐
七

* %

跑
强
.で
.あ 

る
が
、‘「

其
肥」

の
數
は
、Am

i
o
t

私
父
の
’，推
ぽ
マ
似
五
十
萬
"
南
明
劉
の
そ
れ
で
は

一
千
萬
で
そ
の
差
の
餘
り
に
大
な
る
に
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の
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、
人
丁
扩
り
篼
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^
上
記
，人
口
約
九
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八
百
萬
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の
七
百
萬
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萬
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加

へ

た
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,億
，1
午
五
百
:̂
が
歡
時
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と
め
る
が
、
，
併
し
彼
ば
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怠
，
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丁
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芄
分
の
ー
即
ち
約
五
百
瓦
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萬

^
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く

女

子

，
人

t
：

の
.中
，告
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す
る
國
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意
病
で
為
な
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何
れ
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；
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去
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\
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熱
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濟
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叉
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が
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な
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簡
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鸮
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。
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|
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蒙
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、
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、
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ら
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、
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總
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概
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。
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|
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.
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濟
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述
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滞
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ま 
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數'

:支
，!口
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共 
，に 
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'吿、 
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 ̂1: 

省
の

み： 
か ，

:も' 
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弊 、. 
ず
n
ば ，

i

v
s),
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I
*
‘
；

戶
當
技
四
•
幽
六
人
と
な-る
。
こ
れ

■
■で
も
々
ほ
^
し
，く
低
い
'：̂

^
り
に
：
れ
f
IP
-
^
と

し

で

、
金

，

數

.

！

i

乘

.t
れ
ば
、
微
人
、-0
は
三
〇
<
，
八
三
八
、
八
兰
八
と
な
る
。
併 

し
，.

^
贫
^

>0
'

如

き

翁

業

戶

當

半

に

滿

れ

ぬ
M-
FJ
1
ゆ
到
底
發
見
し
得
な‘，い
の
.で
あ
A
て
、
而
も
，そ*
价
吿
中
に
は
宵
林-

省
0

I

戶
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六
-3
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’
人
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ユ

叫

白

な

誤
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含

ま

れ

て

，
居

り
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こ

れ

^
修
疋
す
れ
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"

報
貴
人
ロ
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千
三
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十
跑

^
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三
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;
0六
九
、
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七
七
の
'謬
り
で
あ’り
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.つ
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當
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r
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と
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な
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一

^
右
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四
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四
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つ
て
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。
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表
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；
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八
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五
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し
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で
あ
る
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。
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萬
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述
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と
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冻
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れ
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-ら
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密
に
よ
る
一
世
帶'f
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を
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し
て
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總
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を
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定
し 

i
る
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で「

あ
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路
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於
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へ
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綠
元
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の
總
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五
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ら
ば
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許
な
り
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の
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起
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滿
洲
國
の
獨
，立
に
よ
つ
て
支
那
は
舊
時
0,
_
天
省
、
哲
林
噶
、 

黑
寵
；'/
L
##
を
失
つ
た
。
宣
銃
萍
間
調
莶
忙
よ
れ
ば
、
右
三
省
の
戶
數
は
合
&
ニ
苗
六
十
三
萬
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